
令和５ 年度 第１ 回狛江市障害福祉サービス等事業所連絡会 子ども支援部会 R5.6.21

参加者： 寺澤（ 教育支援センター） 、 福田（ ウィ ング狛江） 、 寺西（ 児童発達支援センター） 、 白石（ 狛江市

役所高齢障がい課） 、 山本（ すてっぷ） 、 小楠（ 社会福祉協議会） 、 沼田（ ゆめぽっと ）

1. 部会及び自立支援協議会の位置づけの確認について（ 報告）

※詳細は別紙参照

・ 事業所連絡会は高齢障がい課： 白石さんが所管

・ 地域自立支援協議会は福祉相談課所管（ ←現場中心に行う 部署） ： 市が設置する協議会へは沼田が参加。

・ 自立支援協議会内には子ども部会は出来上がっていない。 センターが中心になり 各事業所の課題を吸い上げ

る役割に。

・ 白石： 今後の方針を３ ～５ 年計画をして小委員会で決めて行く 。 部会や事業所連絡会と 相談しながら行える

と 良い。

２ ． BCP 計画について（ 研修）

（ 発表 スタジオそら喜多見 新井佑太さん）

沼田： 東日本大震災時、 いく ら準備をしていても災害は予想を大きく 上回った。

・ 2 階からの車いす移動、 毛布で包み床を引っ張る避難訓練を活かし外へ出た

・ 数日事業所が避難所替わり になり 保護者と 一緒に泊まる

・ 日頃の地域と の繋がり が大事

・ 送迎時に被災した場合はどう するか

・ だるまスト ーブ、 物資の持ち寄り 、 職員家族の安否の確認

・ 安全を確保した後の職員の出勤を明確に

・ 利用者宅、 避難所の定期的な巡回

・ ショ ート ステイ、 仮設住宅の手配

・ スト レスに倒れる職員のケア、 他事業所、 市役所の応援（ ガソ リ ン、 物資）

ゆめぽっと ： 緊急事態宣言時： いつどのよう に復旧するかを決めるのが難しかった

すてっぷ： 山本

・ 緑野小への避難訓練を行っている。

・ 靴、 火災で机の下に潜る、 こだわり 等適応行動が難しい子がいる

・ 緊急性を出さずに避難を誘導するかが重要

児童発達支援センター： 寺西

・ 市の管轄なので、 市が訓練を行ってく れる。

・ 月に１ 回避難訓練をしている。 上靴を履いているのでそのまま近く の中学校まで歩く 事をしている。

・ 避難グッ ズを持って行く 事、 おんぶする子を決めている。

・ 保護者の方と 一緒に逃げる。 専門職の方も年に１ 度は練習する

・ ホーム等継続的な利用の場と 通所の役割の違いを考えた BCP の策定と なると 思う 。
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・ 連絡手段の確保が大事。

→事業所が複数ある法人ではかなり 広範囲で受信できる無線を使用し、 訓練と 震災時活用されていた。

３ . 今年度の部会開催日時と 内容について（ 確認） 10 月、 12 月、 1 月

・ 昨年度は水曜日メ インに行っていたが、 金に変更し行う 。 但し、 メ ンバーの予定も併せて調整して行く 。

・ 12 月の応急救護訓練への参加人数を１ ０ 月の部会時に確認（ 教材や講師準備の為）

→会場をあいと ぴあセンターに変更

地域課題

小楠： 狛江市地域特別支援教育推進連絡協議会で話題。 市内の学校の先生が参加している。 課題に挙がってい

た事は先生が忙しい。 足り ない。 地域と の繋がり 。 放デイと の情報共有がしたいが連絡が取れていない。 リ タリ

コから情報は貰えるが、 他の事業所と も話せればよいと 思っている。 良い仕組みができれば良い。

沼田： 保育所等訪問支援が６ 月から再開した。 ゆめぽっと と しては授業の中に入っていけるので、 先生と 直接話

し、 保護者には学校内での様子を伝える事が出来ている。 訪問支援以外には中々接点を作る事が出来ていない。

他には、 胃腸炎等の感染症による欠席者が目立つ。

寺澤： 教育支援センター小学校担当している。 学校と 地域福祉を繋ぐ役割を担っている。 学校の現場で放課後

等デイサービス等の障害福祉の認知が高まっている。 課題がある子をみつけて、 サービス利用に繋げる機会が増

えている。 共働きの家庭の子の過ごし方（ ゲーム、 遊び、 安全面） について先生からの提案が増えた。

学校と 事業所と の連携についてはケース会議の場で共有する事がある。 宿題、 勉強面でのサポート 。 学校によ

って送迎のピッ クアップの場所迷う 場合がある。

福田： 学校と の連携が出来ていない。 調布支援学校はト ラサポネッ ト を通して情報を得られる。 狛江市内では、

現場レベルでは（ 学校での情報） 得る事ができない。 週１ 度の利用の子への支援。 間に入る人の重要性。 話す機

会の少なさを感じる。

山本： ポニーの散歩道、 避難訓練と して緑野小へ行く 機会はあるが、 学校での様子を知る事は難しい。

進学し、 様子が変わった子の原因が後から担任の先生が変わったのでは？と いう 事があった。 家から出る事も

大変で面談等、 必用な時にその子に会えない。 良いタイ ミ ングの空きがない。 不登校状態になった際に放デイ

からのアプローチは難しい。

→長い目で見て行く 必要が有るかも しれない。 今は外出が難しい状況かもしれない。 こ どもの生活がどの方向

に向いているのか。 外に向いているのであれば、 タイ ミ ング次第になってく るこ と も 多い。 チャッ ト やゲーム

等含め外に向いている可能性は有る。

寺西： 福祉がやれる事と 、 学校がやれる事の違いに難しさを感じる。 現在就学相談の真っ只中。 なるべく 如何に

子ども さんが不登校にならないよう に気を遣っている。 子ども さ ん本人進学先を選べないので保護者が良い環

境を選んであげられるよう に、 様々な角度から考え話している。

学校で過ごす時間がメ インになるので、 今から味方を増やしてあげられるよう にアプローチしている。 教育支

援センターへ繋いでいる。 市内事業所の少なさ 、 計画相談の限界でカバー出来る範囲が限られてしまう が。

学校の中でのこと は、 こちらから中々言えない。 学校と 放デイの役割について話せる場があると 良い。



白石： 学校と の連携が課題になっているのが分かった。 福祉が学校の中にどのよう に入っていく か。 教育委員会

と 定期的に話せる機会が有ればよい。 お互いにメ リ ッ ト がある。

新井： 保護者からの呼びかけがあって初めて動く こ と になる。 学校、 放デイ、 それぞれの使い分けも ある。 保

護者のニーズ、 本人のニーズが中心になる。 学校で行う 事と 、 事業所で行う こ と を整理していく こ と も必要な

時もある。 保護者と 良く 話し合う こ と が大切。

沼田： 保護者に市内外問わず相談支援（ 計画相談） と 繋がるよう 勧めて来た。 本人・ 保護者と 、 学校や他機関

の間に入って貰える為。

その後、 事業所と しては保育所等訪問支援事業をスタート し 、 療育機関が学校内に行って支援を行う 事が出来

ると いう 事を保護者に知ってもらった。 「 是非いってほしい」 と の声を受け、 現在も続けている。

現在関わっている生徒の担任からも 、 「 放課後等デイサービス事業所、 児童発達支援事業所、 送迎の有無様々な

内容が有る事を初めて知る事が出来た。 今度実際の様子を見学させてほしい」 と まで言ってもらえた。 こちらで

見学会の機会を作り 、 学校に呼びかけるのも １ つの案になるかも しれない。

5.その他

・ 小楠： 狛江市障害福祉サービス等事業所連絡会総会について

・ 白石： 今年始めのアンケート で市内事業所Ｂ Ｃ Ｐ ５ ２ ％未策定と の回答だった。 東京都から策定支援の連絡

も有るので活用してほしい。
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